
GS610
SOURCE MEASURE UNIT

��できる�� GS610
GS610,3298Fは、 の�です。����

��

��

�1)
「W32-GS610IVL」は、「W32-GS610」の�	を�てサポートし、
さらに、����3298Fのデータ���	が��されます。
�2)
#ソフトは、GS610のプログラムスイープはサポートしておりま
せん。
�3)
3298Fをパソコンと>?するためには、����CのRS232C
EH>?ケーブルをごHOいただくUXがあります。

・Excel\のデータを�]/�_として`aしながら、dfにghをiいます。

Excelシート\のデータをなぞりながら、mhされたfnnoで からrs`aしGS610

ます。 ` aとdfに、�]・�_・tuのどれか つのghをiいます。パルス`aも1

z	です。 {|65,000ステップまでの�?`aができます。 ま た��に�り�けたマ

ルチメータによるdfghもz	です。

「 」では、����C「 」を�Hして、「��」「��」�のgh�をW32-GS610IVL 3298F

�>�り�むことができます。

・�h�]または、�h�_を`aしたままの� で、�]・�_・tuのどれか つの1

�を�?ghできます。gh��は、{| , �です。65 000

・#�のスイープ�	を�Hしたghができます。

�]または�_のスイープを�iし、そのgh��をExcelシートに��みます。UX

なら� ¡に¢£をiいます。 パルス`aもz	です。

����W32-GS610/GS610IVL

W32-GS610-R

W32-GS610IVL-R

W32-GS610IVL-N

W32-GS610-N

¥¦ GP-IBボード «¬  ¢®

120,000�

320,000�

Windows
7 8 1 10 11/ . / /

·¸¹(64bit )
Excel 2010/13
/16/19/21
(32bit Only)·NIC

NIC

ラトックシステムC

ラトックシステムC

I V I V L- ��、 - - ��、

��の��や����に！

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

マルチメータ

��、Â�、�Ã、Ä�などの

アナログÇÈを�り�みます。

���� 3298F

マルチメディアディスプレイテスタ

��、��、コントラスト、フリッカなどのgh

「W32-GS610IVL」でÍÎ

RS-232C

GP-IB

GS610

GS610 GS610

GS610

Tr

Ib
B

E

C

ÑÒ�Ó
ダイオード

I V- gh

Ö×

�Ø�¥やÚØ�の - ÛÜの� ghをiいます。I V

ÑÒ�ÓのÝ�ÖÞ、またはß�ÖÞをiいます。
また、�Ø�¥やÚØのàfáâのã«に�Hできます。

ダイオード、tuÚØ、�Ø�¥、ä×�の� åæや、
スイッチやコネクタの>ètughに�Hできます。

éêパネルやëìÚØの - - ÛÜを� ghします。I V L

◆

◆◆

◆

フラットパネルの��gh

3298F

の��
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`a�とgh�は、Excelシー
トのîïのカーソルðñをò
óにôõöに÷aされます。
(ø£ù)
カーソルðñをú することに
より、シート\の�ûなðñに
データを��むことができます。

Excelシートにスイープ üýデータを��んだ 、モードで f��は

� ¡に¢£をiいます。¢£�、��は�H�¡に�わ
せて�ûにá	してください。
ただし、ここに¢£されているような、 �２�の¢£は�	は、Y
サポートされておりません。

:

����

Excelデータのリアルタイム��
Excelシートに、��する�を !にキー#�して

おいてください。

この「 Excel」タブが57されている;に「ＳＴＡＲＴ」を

クリックすると、ExcelCのデータがGS610からIじ��

され、K;にLMがNわれます。

LMのQR;Tを にUMしたWX、YZの[り1PLC

`しZaは１dに１０ghaです。

「ijLMk」にチェックをoけると、��とK;に

マルチメータなどのijLMkのデータをuりvむこ

とができます。 ただし、パルス��をNうWXは、

GS610|jLMとK}してLMをNうことはできません。

{は、このボタンで、�Hする��
のÒ�と、そのGP-IBアドレスを�hし
てください。ô£をùÂください。

��を�M�に�Mしたまま、LMだけを���

に[り`します。

LMのQR;Tを にUMしたWX、YZの1PLC

[り`しLMZaは１dに１０ghaです。

��のスイープ��を��したLM
この「スイープ」タブが57されている;に「ＳＴＡ

ＲＴ」をクリックすると、#�したスイープ��に�

ずき�kのUMをNった�、スイープを�Nしま

す。 ス イープ���、その��をExcelCにuv

みます。uvデータは、��のカーソル��から

���に�かって#�されます。

データのuv�、ExcelシートCに、� �に¡

¢をNいます。パルス��も¤�です。

「 」には、 のデータuvのW32-GS610IVL 3298F

チェックボックスがª«されます。

２®LM／４®LMの±²をNいます。

LMk³´ ª 。が «されます

�kのGP-IBアドレスをUMします。

GS610を��するための¹º»¼をUMします。 もし½¾なら、LMkに�¿なÀ!を#�します。

「 / 」を にUMします。AUTO V I ON

��ゼロでのインピーダンスをUMします。

「��の��」ボタン

Excel ZERO��のWXのボーズÐは��ÑÒを、 ÑÒに

したいWXにチェックをつけます。

ÑÒのインピーダンスの の57は�ÔÕの「��ZERO LO/HI

ÑÒ」のUMでNいます。ZERO

#プログラムはExcel\のアドインとして ¢します。� すると、
Excelシート\に、このウインドウがîわれます。「START」ボタンで、
`aとghをを��します。 ghを��する�に、UXな��を
�hしておいてください。

プログラムスイープによるLM
Cに#�したÚÛのスイープパターンによるExcel

スイープLMをNいます

Cに#�したYÜ ÝのスイープデータExcel 6,000

リストをÞみvみ、 にßàします。GS610

その�、そのリストによるスイープLMをNいます。
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「Excel」タブを��した�、「START」ボタンで`a�びghを��します。

` aする�]または�_�を、��にExcelシートに÷aしておくUXがあります。また、「 ðñ」ボタンで、��が`aするExcelシート\Excel

のデータðñòóをmhしてください。

\ ��hをした�、「START」ボタンをクリックするとmhðñからrsôõöにデータが`aされ、そのgh��がîïのカーソルðñに÷

aされます。「 ðñ」ボタンùÂExcel

Excelデータのリアルタイム()と��

() シートへの5)7データのExcel

この��にカーソルを�いて「 ��」ボタンをクリックすると��データの��Excel

がáâされ、ここから�に�かってデータが��されます。

��は シートCのÚÛの��です。Excel

もし、「ãä;Tを から」にチェックをoけたWXは、��データのすぐæのçExcel

にèステップのãä;Tを#�します。このãä;TでêÐにëìがあるWXは、

Y�にîïな#�の;Tがðñされます。

V-IÛÜのgh���

Kじ���を[`し��するWXは、

���の�ろにóôõでöんで��する

[`しg÷をøMします。

8じ();を=>し()するBC

LM�が#�されたù

¡¢のù

Kじ���で[り`しLMをNうためには、 シートのセルに「���(LMg÷)」として#�し、そのセル��を����にøMします。èLMはExcel

「ãä;T」で#�した;TýにLMを[り`します。

ùえば、 の�M��で、 gの[り`しLMをNうWX、「 ( )」と#�します。 のバージョンによっては、C�の#���で が#�エラー5V 100 5 100 Excel Excel

を�	するWXがあります。そのWXは、
�に「アポストロフィー」(シングルコーテーション)を#�し、その�ろに「 ( )」を#�してください。5 100

ù 「 ' ( )」5 100
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��の��とLMを���、�;��します。 「ＰＡＵＳＥ」を�
したまま、「ＳＴＡＲＴ」を�すと、ステップ ¡になります。
Y�に「PAUSE」を�した�に「ＳＴＡＲＴ」を�しても、ステップ
 ¡になります。 「 PAUSE」を��すると、����モードに�
�します。 「 Excel」タブが57されたときのみ、îïです。

��をÐ�します。

ÔÕを��ª«に±り²えます。

� ��する;は、!"�#を#�し

�#��する;は、!"� を#�し

ます。 ëìのWXは、!"�$%は

OFFにUMされます。

このìをダブルクリックすると、C&!"

�と�&!"�を(々の�にUMでき

ます。(�¢)

��する�kの³´がª«されます。

ôõ|の÷�はGP-IBアドレスをªわ

します。�k³´とGP-IBアドレスのU

Mは、「�kのUM」ボタンでNいます。

ExcelCのデータを� として��するか、

�#として��するかをUMします。

/また、「� �#」を57すると、� ��

と�#��を*�して��が¤�です。

ExcelCのデータを��する;の+�をUMします。 ExcelCの
データが「１００」で、「ｍＶ」をUMすると、100mVが��されます。

マニュアルレンジにチェックをo

けると、øMされたレンジに�M

したレンジで0に��がNわれ

ます。 æ ¢がª«されますから、

レンジ�を#�してください。

#�した�を��するY1な

レンジに�Mされます。

パルス��のWXは、ここで

の#�は23され、ExcelCのYÜ�から、�Mレンジ

が� �に46されます。

ExcelCのデータの����;、�kの��をOFFにして

��を7�します。 チ ェックをoけないと、7�;、��

はY�の���でONをãäします。

ここにチェックをoけると、è���の

ãä;Tをèステップýに89してUM

することができます。

èステップのãä;Tは シートにExcel

#�します。

Excel��で、ポーズÐ、1!のLM�をクリアします。

:LMが½¾なWXに��します。

��Ðに�kにエラーが�	したWX、��をÐ�す

る��をUMします。;<は=>①@A

��するデータ
���をøMします。ExcelCのカーソル

を��したい
���に�いてこのボタンをクリックします。

Bのテキストボックスに、カーソル��が� �に#�され

�¢@Aます。

LMのQR;TをUMします。

ここでの#��がLM;TのCさをDMし、

#�¤�なãä;T(パルスE)にFGを

Hえます。

���UM�、LMIJまでのKL;Tを#�します。

ëìにすると、LMはãä;TのMNでNわれます。

パルス��のWX、ëìはパルスMNでLMがNわれ

ます。

LMするレンジをOMのレンジに�Mす

るWXにチェックをoけます。

パルス��のWXは、マニュアルレンジ

だけが¤�です。

LMする»¼ に、そのLM�を57します。57とK;

をExcelへ#�する;の+�をøMします。④@A

LMÐ、LM�が0にExcelシートª«され

るように、Excelシートを� �にスクロール

します。

オートゼロをONにします。

「���M」にチェックをoけると、GS610

の��を�Mにãったまま、LMだけを

���にNいます。æテキストボックスに

��� を#�します。また、チェックを

oけたとき、��ÔÕがª«されますから、

LMg÷を#�してください。③@A

LMスタートからの T;Tを、LM�と

K;に シートに#�します。Excel

GP IB- でU�したマルチメータVのLMを

K;にNいます。�W@A。

ijLMkのLMは、 のLM�をÞGS610

みuったX�にNわれます。

LMkをリセットします。

#�した ての��をロードYびセーブします。

LMÐ、データのリアルタイム¡¢をNいます。

�のÔÕで、その¡¢��を#�します。

MAX,MINのìがëìのWX、オートスケール

②を@Aで¡¢がNわれます。

�	�を、LM�とK;に シートへExcel

#�します。¡¢のときに_`です。

� �#の��ãä;Tを#�します。・
パソコンのタイマで;Tをb%しますから、

あくまでも、¼あまりcdではありません。
�としてUMします。パルス��のWXは、
パルスe}に わります。0. ～9999dの±² 1
höで#�できますが、iの����

1やパソコンのk�により、0. dolの;T
はnれないWXがあります。

チェックをoけると、��が

パルス��になります。

æ¢がª«されますから、

パルスの;TE をとベース�

#�してください。

パルス��にチェックをoけ

ると、「ãä;T」がパルス

e}に±り²わります。
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②「グラフM」にチェック ③「()T�」にチェック ④��WXのYZ[の\]^�

①「エラーマスク」(fghiの��)ボタン

��Ðに�kにエラーが�	したWX、��をÐ�す

る��をUMします。

GS610の|jLM�を#�します。

LM�が、ここに#�した�をiれるとpqを� �にÐ�します。

�"�、C"�のr�または、どちらか��を#�します。

ëìはtMをNいません。

このtMは、そのLM�を に#�したX�にNわれます。Excel

ijLMkのLM�にuするtM�を#�します。

ijLMkでのLMをNわないと、ここでの#�は2ïになります。

⑤mn���(マルチメータp)の��qr

ijLMkとはGP-IBでパソコンとU�されている½¾があります。(�¢)

ijLMkからßられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、w÷のデータのWX(Max10Ý)、データTはコンマでy±られている½¾があります。

z){てのLMkとのºàをã|するものではありません。

もし、	
��からデータを�け�る�、クエリーコマンドを !に#$する&'がある�、ここに#$する

クエリコマンドを+,します。ほとんどの45、67でOKです。

もし、マルチメータがSCPIコマンド<=のものでしたら、?@のコマンドのどれかがBDされます。

:READ?       :FETCH?     :MEAS?

ijLMkのデータ}à;にトリガが½¾な;、チェックをつけます。

	
��のGP-IBアドレスを\�します。

uりvんだデータに、���6をNった�、Excelへ#�します。
Excelへの#�� = ( LMkデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ#�する »をここに#�します。
ëìのWX、「ijLMk」が#�されます。

LMIJ!に、LMkにßàするコマンドがあるWXは、ここに#�します。 ファンクションやレンジ±²えのコマンド

を#�します。 º0はëìです。

LMkのデリミタをUMします。º0は、LF+EOIです。

「GET」,「"*TRG"」,「ÚÛコマンド」からトリガの��を57します。

º0は、「GET」の57をします。

「ÚÛコマンド」を57したWXは、トリガコマンドをテキストボックス

に#�します。

ijLMkのデータに�6$%をNうときにチェックします。

w÷のデータが}àされたWXは、その{てのデータに、

��に#�した�6がNわれます。

ijLMkのデータを÷�として�うか、��しとて�うかの

57をNないます。º0は、「÷�データ」にUMします。

ijLMkからw÷のデータがßàされるWX、データの

y±り��をøMします。���には、「コンマ」が��され

ます。

GS610

25.4560
DCV ACV

DCI ACI

GP-IB

��gh�

(マルチメータ�)
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I-V-LÛÜのgh���

FUNCTION Excelýに、 へ#�するLM»¼

にチェックをoけます。チェックをoける»¼÷

に!"はありません。

3298F COMをU�したパソコンの

ポートの��をUMします。

&にUMしたºà��に3298F

Xわせます。

・��するUM��

ボーレート :38400

:8データビット

:2ストップビット

:Noneパリティ

:Hard( )ハンドシェーク �MFUNCTIONýに、LMレンジをUMします。

LMレンジは、èFUNCTIONýに89して

UMします。

マニュアルLMレンジにUMするとLMが

�くなります。

「 」のデータtuの��qr3298F

「W32-GS610IVL」だけの�	です。

LMÐのLMkをリピートにUMします。

º0はチェックをiしてシングルでLMを

Nいます。

LM;TT�がCいWX、リピートにする

と、LMkパネルで��の�をd�する

ことができます。

LMÐ、LMkパネルのª«をOFFにします。

ª«をOFFにすると、��LMZaがZくなり

ます。
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� スイープ/�#スイープを±り²えます。

スイープスタート� /�#を#�します。

スイープストップ� /�#を#�します。

LOGスイープのWXスタートとストップのc�の

�kはKじにしてください。

LINスイープの;、ステップ� /�#を#�し

LOGスイープの;、R�ステップ÷を#�しま

す。YÜ65,000までのステップ÷の#�が¤�

ですが、LMとデータuvに;Tを¾しますから

あまり�くのデータのuりvみはお�めできません。

スイープデータを100ステップRをパソコンにuり

vむのに¾する;Tは、 １５dです。

��する�kの³´がª«されます。ôõ|の÷

�はGP-IBアドレスをªわします。�k³´とGP-IB

アドレスのUMは、「�kのUM」ボタンでNいます。

リニア／ログのスイープを±り²えます。

スイープスタート／ストップ�の#�の+�を

UMします。

スイープをIJします。

� ��する;は、!"�#を#�し�#��

する;は、!"� を#�します。 ëìのWX

は、!"� OFFにUMされます。は

チェックをoけると��はオートレンジになり

チェックをiすと、��höをカバーするY1

なレンジに�Mされます。

O(な ¢が2い"りオートレンジでのスイープ

LMはお�めできません。スイープÐにレンジ£

¤が�	しLMが¥¦されるWXがあります。

����;、�kの��をOFFにして��を

7�します。 チ ェックをoけないと、7�;、

��はY�の���でONをãäします。

チェックをoけると、��がパルス��になり

ます。 � ¢がª«されますから、パルスの;

TE を#�してください。とベース�

パルス��にチェックをoけると、「ãä;T」

がパルスe}に±り²わります。

LMを§うパルス��では、Y�パルスEは、

. です。0 95ms

#�のスイープ�	を�Hしたgh

この「スイープ」タブが��されているfに「ＳＴＡ

ＲＴ」をクリックすると、�hした��に"ずき、�

�の�h�、スイープを��します。

スイープ$%�、その��をExcel\に��みます。

��データは、îïのカーソルðñからôõö

にöかって÷aされます。

スイープ7�;の���のÑÒを57します。

GS610yzのスイープ��を|}した��

���のスイープ��を|}した

����の7
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]^�_

��`a

��`a

'(fnで)まる

ghfn

'(fnで)まる

ghfn

AUTO-ZERO

ONの��

AUTO-ZERO

OFFの��

AUTO-ZERO

ONの��
AUTO-ZERO

OFFの��

※1

LMKL;Tの#�がîり、ãä;Tの#�ìがëìのWX、LMKL;TとLM

;Tでãä;TはDMされます。

※2

ãä;Tの#�がîり、LMKL;Tの#�ìがëìのWXLM;Tªがãä;

TのMNに«るように、LMKL;Tを� �に46しUMします。

※3

ãä;T、LMKL;Tのr�の#�が2いWX、LMkのY�LMKL;Tに

UMされ、LM;Tからãä;TがDMされます。

パルスcd

パルスe

※1 パ ルスcdの+,7が67の45、パルスe+ のパルスcdに\�されます。100us

DC`aの��のタイミングチャート,-

パルス`aの��のタイミングチャート,-

「Excelデータのリアルタイム��」のWX、��の「ãä;T」は、パソコン&で;Tをb%しますから、®aな;Tは}¯できませんし、

[`しごとの;Tのばらつきも�	します。

「Excelデータのリアルタイム��」のWX、��の「パルスe}」は、パソコン&で;Tをb%しますから、®aな;Tは}¯できませんし、

[`しごとの;Tのばらつきも�	します。

� ／�#のèステップでの��ãä;T

を#�します。 パルス��のWXは、パル

スe}に±り²わります。

0.002～9999dのhöで#�できますが、

QR;T、LMKL;T、パルスEにより

�±のãä;TはFGを}けます。

LMのQR;TをUMします。

ここでの#��がLM;TのCさをDMし、

#�¤�なãä;T(パルスE)にFGを

Hえます。

LMするレンジをOMのレンジに�Mす

るWXにチェックをoけます。

オートゼロをONにします。

���UM�、LMIJまでのKL;Tを#�

します。

LMする»¼ K;に、を57します。57をすると

そのLM�をExcelへ#�する;の+�をøMし

ます。

スイープ ¡を��し、LMデータをExcelシートに

uりvんだ�、� �に¡¢をNいます。 のÔÕæ

で、その¡¢��を#�します。MAX,MINのìがë

ìのWX、オートスケールで¡¢がNわれます。

スイープLMを²�でLMします。

ヒステリシスの´µに��します。

「スタート」から「ストップ」までスイープした�、Y�の

� �で�¶��し、データをパソコンにuvみます。

このT、スイープデータ÷に·じだデータuv;Tだ

けスイープが��します。データのuvを7�すると、

「ストップ」から「スタート」に�かってスイープをを:I

します。
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Excel\のデータを ( )スイープとして`aリスト プログラム
この「 」タブが��されているfに「ＳＴＡＲＴ」リスト

をクリックすると、GS610#�に./されている

`aリストファイル「 」に1ってSunriseList.csv スイー

プを�iし、そのgh��をExcel\に��みます。

��データは、îïのカーソルðñからôõöにöか

って÷aされます。

Excelシートより、� �としてuりvむか、�#

�としてuりvむかを57します。

uりvむデータの+�をUMします。

ùえば、ExcelCのデータが「100」で「mA」

をUMしたWX、100mAとしてuりvまれ

ます。

ExcelCの÷�データ を GS610リスト Þんで、 |j

にプログラムスイープリストを¡¸します。

その;のファイルÀは、0に「 」SunriseList.csv

となります。

「 」ボタンにより、このリストによるスイープSTART

��がおこなわれます。

ExcelCの��のカーソル��から���にデ

ータのuりvみをIJします。

セルがëìになるか、6,000Ýになると、uりvみ

を7�します。uりvんだ��は、�の��¼½

に¾¿されます。

Excelシートからuりvんだリストスイープデータ÷

がª«されます。

リストスイープをIJします。
ここでのスイープ��は、{て「スイープ」タブのÔÕ
で#�した��がÀ�されます。
・!"�#/� 
・ãä;T
・��レンジ
・QR;T
・LMKLなどです。
� ¡¢��はありません。

リストスイープとK;にLMをNうときにチェック
をoけます。� LM/�#LM/ のどjk�� れ

か つ� の57となります。

LM��をExcelへ#�するときの+�をUMします。

U�されている�kの³´をuÁし、ª«します。

��とLMの��を#�する�kを57

します。ôõ|の÷�はGP-IBアドレスを

ªわします。GP-IBアドレスのUMは、

「�kのÂ¸」ボタンでNいます。

GS610yzのリストスイープ��を|}した��

ランダムüýでスイープした�

��� ÃÄ

LM�#ÃÄ
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